
代
時

き

ご

う

の

土

郷

と

ご

き

で

の

本

日

古 墳 時 代飛鳥時代平 安 時 代鎌 倉 時 代安土桃山時代
室 町 時 代

戦 国 時 代 南北朝時代
奈良時代

旧石器
時代

弥生時代 縄文時代

る
れ
わ
行
が
動
活
た
い
用
を
器
石

跡
遺
条
中
、
跡
遺
神
の
山

　
　
　

る
れ
さ
成
形
が
落
集
に
上
地
台

跡
遺
神
の
山
、
跡
遺
川
芋

　
　
　

る
れ
わ
行
が
葬
再
の
ど
な
葬
骨
集
状
盤

塚
貝
号
１
第
東
宮
、
塚
貝
谷
刈
本

　
　
　

る
れ
さ
成
形
が
落
集
に
上
地
台
む
望
を
地
積
沖

塚
貝
社
神
子
王
八

　
　
　

る
れ
ら
く
つ
が
墳
古
で
区
地
各
の
谷
刈

る
れ
わ
行
が
塩
製
器
土

跡
遺
条
中

　
　
　

る
れ
ら
め
認
が
在
存
の
人
官
の
制
令
律

跡
遺
条
中
、
跡
遺
川
芋

　
　
　

る
れ
ら
く
つ
が
窯
に
区
地
谷
ケ
井

群
窯
古
谷
ケ
井

　
　
　　

る
え
迎
を
期
盛
最
が
塩
製
器
土

跡
遺
条
中

　
　
　

る
え
迎
を
期
盛
最
が
産
生
器
陶

　
　
　

群
窯
古
谷
ケ
井

る
れ
ま
営
が
落
集
の
係
関
荘
原
重

跡
遺
条
中

　
　
　

）
三

　久
承
（
一
二
二
一

る
す
退
衰
に
々
徐
が
産
生
器
陶

　
　
　群
窯
古
谷
ケ
井

　
　
　

（
六
四
三
一

二
和
貞
・
元
平
正

））
〇
一
永
応
（
三
〇
四
一

）
六
一
永
応
（
九
〇
四
一

）
〇
二
永
応
（
三
一
四
一

）
八

　明
文
（
六
七
四
一

）
二

　永
大
（
二
二
五
一

）
元

　禄
享
（
八
二
五
一

）
二

　文
天
（
三
三
五
一

）
〇
一
文
天
（
一
四
五
一

）
一
一
文
天
（
二
四
五
一

）
二
一
文
天
（
三
四
五
一

）
三
一
文
天
（
四
四
五
一

）
六
一
文
天
（
七
四
五
一

）
三

　禄
永
（
〇
六
五
一

）
三

　正
天
（
五
七
五
一

）
八

　正
天
（
〇
八
五
一

）
八
一
正
天
（
〇
九
五
一

）
三

　禄
文
（
四
九
五
一

）
二

　長
慶
（
七
九
五
一

）
五

　長
慶
（
〇
〇
六
一

る
れ
わ
行
が
活
生
の
り
と
魚
や
り
狩

）
京
東
（
塚
貝
森
大

　
　
　

九
三
二

　

一
統
を
土
国
が
廷
朝
和
大

）
玉
埼
（
墳
古
山
荷
稲

　
　
　

三
九
五

　

三
〇
六

　

四
〇
六

　

七
〇
六

　

）
元

　化
大
（
五
四
六

　

二
七
六

　

）
元

　宝
大
（
一
〇
七

　

）
三

　銅
和
（
〇
一
七

　

）
元

　亀
霊
（
五
一
七

　

）
七

　老
養
（
三
二
七

　

）
五
一
平
天
（
三
四
七

　

）
三
一
暦
延
（
四
九
七

　

）
六

　平
寛
（
四
九
八

　

る
な
に
ん
か
さ
が
い
勢
の
氏
原
藤

）
二

　喜
延
（
二
〇
九

　

）
五

　平
承
（
五
三
九

　

）
元

　久
延
（
九
六
〇
一

）
三

　徳
応
（
六
八
〇
一

）
二

　永
天
（
一
一
一
一

）
元

　元
保
（
六
五
一
一

）
元

　治
平
（
九
五
一
一

）
元

　治
文
（
五
八
一
一

）
三

　久
建
（
二
九
一
一

）
三

　久
承
（
一
二
二
一

）
元

　永
貞
（
二
三
二
一

）
一
一
永
文
（
四
七
二
一

）
四

　安
弘
（
一
八
二
一

）
元

　仁
永
（
三
九
二
一

）
三

　弘
元
（
三
三
三
一

（
六
三
三
一

三
武
建
・
元
元
延

）

（
八
三
三
一

元
応
暦
・
三
元
延

）

（
一
九
三
一

二
徳
明
・
八
中
元

）

（
二
九
三
一

三
徳
明
・
九
中
元

））
元

　仁
応
（
七
六
四
一

）
七
一
明
文
（
五
八
四
一

）
七

　応
明
（
八
九
四
一

）
二
一
文
天
（
三
四
五
一

）
二
二
文
天
（
三
五
五
一

）
三

　禄
永
（
〇
六
五
一

）
六

　禄
永
（
三
六
五
一

）
元

　正
天
（
三
七
五
一

）
三

　正
天
（
五
七
五
一

）
〇
一
正
天
（
二
八
五
一

）
二
一
正
天
（
四
八
五
一

）
元

　禄
文
（
二
九
五
一

）
二

　長
慶
（
七
九
五
一

）
五

　長
慶
（
〇
〇
六
一

）
八

　長
慶
（
三
〇
六
一

る
れ
ら
え
与
が
職
頭
地
荘
原
重
に
行
元
堂
階
二

か
三
林
小
・
渡
馬
・
切
下
田
牛
内
荘
原
重
ら
か
氏
尊
利
足
は
雄
行
堂
階
二

る
れ
ら
え
与
を
職
頭
地
の
村

る
す
立
創
を
寺
会
海
が
聡
義
山
利
僧
の
寺
済
普
松
浜

、
郷
田
野
、
郷
山
小
、
郷
屋
借
、
郷
江
垣
小
に
」
写
状
譲
職
那
檀
野
熊
「

る
あ
が
名
地
の
ど
な
郷
土
昌
繁

る
す
立
創
を
寺
厳
楞
が
聡
義
山
利

地
の
谷
刈
元
、
し
出
進
に
谷
刈
が
守
貞
野
水
主
城
川
緒
郡
多
知
ろ
こ
の
こ

る
れ
わ
い
と
た
し
城
築
に

う
行
を
歌
連
て
し
と
宿
を
所
の
守
近
野
水
が
長
宗
師
歌
連

る
れ
ま
生
が
大
於
て
し
と
娘
の
政
忠
野
水

く
築
を
城
谷
刈
が
政
忠
野
水

ぐ
嫁
に
忠
広
平
松
主
城
崎
岡
が
大
於

む
生
を
）
康
家
川
徳
の
ち
の
（
代
千
竹
が
大
於

ぐ
継
を
領
遺
が
元
信
野
水
、
し
去
死
が
政
忠
野
水

む
住
に
敷
屋
木
の
椎
り
戻
に
谷
刈
、
れ
さ
別
離
が
大
於

る
す
婚
再
と
勝
俊
松
久
の
比
久
阿
が
大
於

、
し
死
討
て
け
受
を
襲
奇
の
信
元
衛
兵
郎
五
部
岡
代
城
海
鳴
は
近
信
野
水

る
れ
か
焼
は
城
谷
刈

る
れ
ら
え
与
に
盛
信
間
久
佐
は
領
遺
、
れ
さ
害
殺
が
元
信
野
水

刈
で
い
継
を
領
旧
の
元
信
兄
は
重
忠
野
水
、
り
よ
に
放
追
の
盛
信
間
久
佐

る
な
と
主
城
谷

る
め
治
を
谷
刈
が
次
秀
臣
豊
、
り
移
に
戸
神
国
勢
伊
が
重
忠
野
水

る
す
帰
復
に
領
旧
の
谷
刈
、
が
重
忠
野
水

う
行
を
地
検
内
領
、
重
忠
野
水

る
れ
さ
害
殺
り
よ
に
望
秀
井
野
賀
加
で
鮒
鯉
池
、
が
重
忠
野
水

）
主
藩
谷
刈
の
ち
の
（
ぐ
継
を
跡
が
成
勝
野
水

る
け
受
を
号
の
王
倭
魏
親
り
送
を
い
使
に
魏
が
呼
弥
卑

る
な
と
政
摂
の
皇
天
古
推
が
子
皇
戸
厩

定
制
階
二
十
位
冠

定
制
の
法
憲
条
七
一

建
創
寺
隆
法

新
改
の
化
大

　害
殺
を
鹿
入
我
蘇
が
足
鎌
臣
中
・
子
皇
兄
大
中

乱
の
申
壬

令
律
宝
大

す
移
に
）
良
奈
（
京
城
平
を
都

る
め
改
に
郷
を
里
の
制
里
郡
国

法
身
一
世
三

法
財
私
年
永
田
墾

す
移
に
）
都
京
（
京
安
平
を
都

止
廃
の
使
唐
遣

令
理
整
園
荘
の
て
め
初

乱
の
門
将
平

置
設
所
契
券
園
荘
録
記

始
開
政
院
、
皇
上
河
白

始
事
所
録
記
園
荘

乱
の
元
保

乱
の
治
平

置
設
を
頭
地
･
護
守
に
国
諸
朝
頼
源
、
）
亡
滅
氏
平
（
い
戦
の
浦
ノ
壇

る
な
と
軍
将
大
夷
征
が
朝
頼
源

乱
の
久
承

置
設
題
探
羅
波
六

定
制
目
式
敗
成
御

役
の
永
文

役
の
安
弘

置
設
題
探
西
鎮

亡
滅
府
幕
倉
鎌

く
開
を
府
幕
町
室

る
な
と
軍
将
大
夷
征
が
氏
尊
利
足

乱
の
徳
明

一
合
の
朝
北
南

乱
の
仁
応

揆
一
国
の
城
山

る
が
な
つ
と
海
外
が
湖
名
浜
、
き
起
が
震
地
大
に
江
遠
・
河
三

来
伝
砲
鉄

い
戦
の
島
中
川

い
戦
の
間
狭
桶

揆
一
向
一
河
三

亡
滅
府
幕
町
室

い
戦
の
篠
長

）
害
自
長
信
（
変
の
寺
能
本

る
ま
始
地
検
閤
太

い
戦
の
手
久
長
・
牧
小

い
戦
の
原
ケ
関

く
開
を
府
幕
、
り
な
と
軍
将
大
夷
征
康
家 慶

長
の
役
（
～
九
八
）

武
家
政
治
が
始
ま
る

吉
野
ヶ
里
遺
跡
（
佐
賀
）　

登
呂
遺
跡
（
静
岡
）

井
ヶ
谷
古
墳
、
泉
田
古
墳
、
八
ッ
﨑
第
１
号
古
墳
、
八
ッ
﨑
第
２
号
古
墳

農
耕
生
活
が
始
ま
る

（
「
刈
谷
」
の
地
名
の
初
出
）

）　
六
九
～
（
役
の
禄
文


